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＜表紙の画像＞ 

本誌中の久保木芳徳氏の原稿より 

「毛髪より細いチタン角形細繊維（50ミクロン）から成る不織布（Titanium web, 通称 TW）は、その空

隙（最適空間）が骨芽細胞を呼び寄せ、急速に骨を作る。図 A～Dは、このチタン不織布をディスク状（13 

x 1.5 mm）の細胞培養基盤（ツエレッツ TM, ZellezTM, フナコシ / ハイレックス・コーポレーション、宝

塚市）として、骨芽細胞 MC3T3-E1 を培養した結果を示す。図 Aは骨芽細胞を播種して 2週目の実体写真。

図 B、C、Dは、それぞれ培養 4、6、8週目にディスクに垂直方向に作成した切片写真。骨芽細胞が旺盛に

マトリックスを作りながら増殖し骨様組織を作ることがわかる。黒色の繊維の太さが50ミクロンを示す。 

図 Eは同じチタン不織布を、チタンロッド（3 x 4 mm）の周囲に、厚さ約 0.6 mm に被覆し真空焼結して

作製した人工骨・人工歯根モデル。このモデルをウサギの頭頂骨に穿孔して、硬膜の上側に埋植し 6週目

に取り出した組織切片像。赤色に染まる骨組織が、頭頂骨の厚み（両矢印で示す）をはるかに超えて不織

布内に進入増殖（ingrowth）をしている。いずれも、人工マトリックスの幾何構造が、組織形成の最適空

間を与えた実例であり、骨を呼び寄せる 21 世紀の骨補填材料として注目される。出典：本文の引用論文

[30, 31]」 
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